
・結節には良性と悪性（がん）があるが多くは良性。

＜甲状腺がんについて＞
・生涯にわたり健康に全く影響しない「潜在がん」が多いがん。
・それら潜在がんの多くは5㎜以下の小さなもので、それらを発
見して治療することは、患者にとって不利益になる。

・よって、5㎜以下の結節については詳細な検査は行わないのが
一般的。

＜県民健康調査 甲状腺検査では＞
・5㎜以下の結節は二次検査は行わず、次回の検査で経過観察を
することにしている。

・ただし、詳細な検査を要すると判断されるものについては、
5㎜以下でもB判定とし、二次検査受診を勧めている。

甲状腺検査

甲状腺検査についてのQ&A（福島県立医大放射線医学県民健康管理センター）より作成

甲状腺検査 結節とは
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「充実部分を伴うのう胞」は全て「結節」としている。

・のう胞の中に一部充実部分（細胞）があるものは「充実部分を伴うのう胞」と呼ぶ。
・これらは、中に細胞があるため、まれにがん化することがある。
・通常の診療では、のう胞と分類されることがあるが、福島では「充実部分を伴うのう
胞」は全て「結節」として扱う。

・計測の際は中の充実部分ではなく、のう胞全体のサイズで計測する。
・このため、充実部分が5㎜以下のものもB判定となり、二次検査の結果その多くは
問題はなく、経過観察となっている。

これを福島の検査では「結節」に分類。
充実部分を含むのう胞の全体の大きさ
（オレンジの矢印の長さ）が結節の判
定基準である5.1㎜以上であれば「B判
定」となる。

甲状腺検査

甲状腺検査についてのQ&A（福島県立医大放射線医学県民健康管理センター）より作成

甲状腺検査 充実部分を伴うのう胞の扱い
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